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基本指針における研究に関する事項

第四 アレルギー疾患に関する調査及び研究に関する事項

有病率の高さ等により、社会全体に与える影響の大きさ

未解明な課題の多さ（発症・重症化要因の解明、ガイドラインの有効性の評価、薬剤の長期投与
の効果や副作用等）

疫学調査、基礎病態解明、治療開発（橋渡し研究の活性化を含む）、臨床研究の長期的かつ戦略的
な推進が必要。

疫学研究：関係学会等と連携し、継続的・戦略的に実施する。
基礎研究：本態解明に向けた研究を推進する。
臨床研究：世界に先駆けた革新的なアレルギー疾患の予防、診断及び治療方法の開発等を行う。

研究戦略の策定：「国は、疫学研究、基礎研究、治療開発及び臨床研究の中長期的な戦略の策
定について検討を行う。（第四（２）エ）」

今後取組が必要な事項について

今後の取組の方針について

「アレルギー疾患研究10か年戦略（仮）」の策定
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アレルギ－疾患研究１０カ年戦略（仮）策定まで

H29.8

H29.10

H30
春～

H30.
夏～秋

関連団体

との調整

• 関連する各学会理事長との面会し協力要請
• 研究分担者ミーティング（2017.8.15）

研究班会議
で検討開始

• 特別研究班会議で検討開始（研究協力者参加）

厚労省での
検討会開始

• アレルギー疾患研究戦略検討会（仮）を開催（※）
• ３回程度を予定

研究戦略の
策定

• アレルギ－疾患研究10カ年戦略（仮）とりまとめ

研究班会議の場で、
約半年間かけて検討

報告書（平成29年度末）

平成29年度
厚生労働特別研究事業

「アレルギー疾患対策に関する研
究基盤の構築」
●主任研究者：玉利真由美

●アレルギー疾患に関連する以下
の学会と連携し、検討を進める。

・日本アレルギー学会
・日本小児アレルギー学会
・日本皮膚科学会
・日本耳鼻咽喉科学会
・日本呼吸器学会
・日本眼科学会
・日本免疫学会
・その他

H29.3 基本指針内に「研究戦略」策定の必要性について明示

（※）上記研究班が作成した報告書を
もとに、有識者による検討を加える
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